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　　中学
ちゅうがく

部
ぶ

全体
ぜんたい

『「かんぶつ」ってな～に？」』　ーー　乾物
かんぶつ

マエストロ野田
のだ

さんにきていただきました。（食文化
しょくぶんか

）

　11月8日は「いい歯の日」　歯・口は、日常生活において、よくかんでおいしさを味わう、栄養摂取を行うという大切な役割が
あります。「歯・口の健康」と「食」は切り離して考えることはできません。給食では、しっかり噛んで食べる「カミカミ献立」
や歯や骨を強くする「カルシウムたっぷり献立」を取りいれています。保健室と協力しながら「噛む力」「あごを鍛える」献立を
これからもとりいれていきたいと思っています。また、異物（骨など）の確認のためにもしっかりかむことは大切であることを伝
えていきたいと思っています。

いろいろな「乾物
かんぶつ

」の種類
しゅるい

をさわって「カチカチ

だよ。」、においをかいで「いいにおいだね。」

「これなにかなあ？」「見
み

たことある」「かつおぶ

し！」「こんぶ！」「わかめ！」etc.

一人
ひとり

ずつ、「かつおぶし削
けず

り」を体験
たいけん

しました。力
ちから

を

いれて、削
けず

ったあとは、一口
ひとくち

パクッと食
た

べて「おいし

い～」。削
けず

っていると真
ま

ん中
なか

が赤
あか

くなっていることに

気
き

がつく人
ひと

もいました。全員
ぜんいん

初
　はつ

体験
　　たいけん

でした。

昆布
こんぶ

と鰹節
かつおぶし

のだし汁
じる

に

麩
ふ

・わかめ・乾燥
かんそう

えのきを

使
つか

って「ほんまもんの味
あじ

」

みそ汁
しる

を作
つく

りました。

ホットプレートを使
つか

って、

あべかわ餅
もち

風
ふう

の麩
ふ

のデ

ザートを作
つく

りました。

　「乾物
かんぶつ

」は、太陽
たいよう

の光
ひかり

をあびてとてもおいしく、栄養
えいよう

たっぷりになった食
た

べ物
もの

のことです。日本
にほん

の昔
むかし

の人
ひと

たちが食
た

べ物
もの

を長
なが

く保存
ほぞん

するために考
かんが

え

てできた食
た

べ物
もの

です。生徒
せいと

から「カップめんは、乾物
かんぶつ

ではないのですか？」という質問
しつもん

がありました。「インスタント麺
めん

は、ドライフードといって

風
かぜ

で乾燥
かんそう

させているので、乾物
かんぶつ

の仲間
なかま

ですが、太陽
たいよう

の光
ひかり

をあびていないので「乾物
かんぶつ

」とはいっていません」というお話
はなし

でした。今回
こんかい

の「乾物
かんぶつ

」につ

いては、事前
じぜん

学習
がくしゅう

をせずに、生徒
せいと

たちが興味
きょうみ

を持
も

って、触
さわ

ったり、においをかいだり、いろいろな質問
しつもん

をしていく中
なか

で学
まな

んでほしいと考
かんが

えました。

　　3年
ねん

生
せい

　お好
この

み焼
や

きと豚
ぶた

汁
じる

を作
つく

ろう（食品
しょくひん

を選択
せんたく

する能力
のうりょく

）

1年
ねん

生
せい

　秋
あき

の味覚
みかく

をたべよう（社会
しゃかい

性
せい

)

11月
　日

ひ

に日
ひ

に寒
さむ

さを感
かん

じるようになり、冬
ふゆ

の訪
おとず

れを感
かん

じる季節
きせつ

になってきました。今年
ことし

は、すでにインフルエンザのために学級
がっきゅう

閉鎖
  へいさ

になった学校
がっこう

もあるようです。外
そと

から帰
かえ

った時
とき

、食事
しょくじ

をする前
まえ

、トイレのあとは、うがいや手洗
てあら

いを特
とく

にていねいにしましょう。

体調
たいちょう

管理
　かんり

に気
き

をつけて風邪
かぜ

を予防
よぼう

しましょう。

　今月
こんげつ

から給食
きゅうしょく

のお米
こめ

が新米
しんまい

になりました。そこで、お米
こめ

をつかったいろいろな献
こん

立
だて

を紹介
しょうかい

しています。その中
なか

でも、和歌山県
わかやまけん

有田
ありた

市
し

の「たちうお」を使
つか

って、新聞
しんぶん

で紹介
しょうかい

されていた「たち重
じゅう

」という新
あたら

しい献立
こんだて

を本校
ほんこう

給食用
きゅうしょくよう

にアレンジして作
つく

って

みました。「おいしい！」ととても好評
こうひょう

でした。

　　中学
ちゅうがく

部
ぶ

の食育
しょくいく

１１月
がつ

は、中学
ちゅうがく

部
　ぶ

でいろいろな食育
しょくいく

学習
がくしゅう

が実施
じっし

されました。中一
ちゅういち

は「秋
あき

の味覚
みかく

をたべよう」、中二
ちゅうに

は「味
あじ

くらべ」、中
ちゅう

三
  さん

は「お好
この

み焼
やき

きと豚
ぶた

汁
じる

を作
つく

ろう」、中学
ちゅうがく

部
ぶ

全体
ぜんたい

では「『かんぶつ』って　な～に？」の出前
でまえ

授業
じゅぎょう

をしました。それぞ

れが食
しょく

に関
かん

する学
まなぶ

を大切
たいせつ

した学習
がくしゅう

でした。

給食
きゅうしょく

和食
わしょく

のテーブル設定
せってい

の練習
れんしゅう

もしました。なすの肉
にく

みそかけ、きのこたっぷりみそ

汁
しる

、さんまの塩焼
しおや

き、デザートは、「やきいも」で、秋
あき

の味覚
みかく

満載
まんさい

でした。

一度
いちど

、授業
じゅぎょう

をしたかった「お魚
さかな

の食
た

べ方
かた

講座
　こうざ

」１年生
ねんせい

のクラス全員
ぜんいん

が上手
じょうず

に魚
さかな

を食
た

べてくれました。「お魚
さかな

が好
す

きになりました」という感想
かんそう

もあってよかったです。

お好
この

み焼
や

きの焼
や

き具合
ぐあい

を知
し

る授業
じゅぎょう

をしました。焼
や

いてい

る途中
とちゅう

で切
き

り目
め

をいれて焼
や

き具合
ぐあい

を確認
かくにん

すること。ちゃ

んと焼
や

けると「おいしい」「ふわふわしている」「キャベツ

がおいしい」などの感想
かんそう

を話
はなし

あいました。衛生
えいせい

管理
　かんり

も考
かんが

えてきちんと焼
や

くことの大切
たいせつ

さを学習
がくしゅう

しました。

魚
さかな
は骨

ほね
があるので食

た
べるのが苦手

にがて
な人

ひと
もいましたが、全員

ぜんいん
きれいに食

た
べることができました。

2年生　味くらべ 　水
みず

の量
りょう

も具
ぐ

もみその量
りょう

もまったく同
おな

じ味噌汁
みそしる

を２

種類
しゅるい

実演
　じつえん

しました。ただし、一方
いっぽう

には、だしの素
もと

を

いれました。味
あじ

比
くら

べをしてもらって「どこがちが

う？」味
あじ

のちがいはわかったようです。「なにがち

がう？」『だし』を知
し

ってもらうことができました。で

も、「どっちがおいしい？」の質問
しつもん

には、だし入
い

り３

人、だしなし２人と分
わ

かれました。味
あじ

の好
この

みは、み

んなそれぞれちがうことを改
あらた

めて確認
かくにん

することが

できました。

(食事
しょくじ

の重要性
じゅうようせい

）


